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  The influence given to the strain measurement accuracy of DICM when various parameters of the 
analysis condition etc. when the measurement condition and strain of the angle and the shutter speed 
etc. of CCD camera were calculated were changed was examined, and two or more digital images were 
tried, and in the study, the addition average processing was done, the image noise was decreased, and 
the improvement of the warp measurement precision was tried. 
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Correlated Solutions VIC3D 20098,9)を用いてひずみ分
布を算出した．計測システムの写真を Photo.1 に概


























































































Table 1 仕様 
CCD 
カメラ 
型番：Point Grey Research 社
GRASS-50S5M/C 
撮像素子：Sony ICX625 CCD 
解像度：2448×2048pixel（500 万画素） 
画素サイズ：3.45 ×3.45μm 





レンズ 1：Schneider Kreuznach 社
Xenoplan 1.4/ 17mm 
レンズ 2：Schneider Kreuznach 社 
Xenoplan 2.8/ 50mm 
ノート
PC 






Suntech 社 PL130 
















 計測状況を Photo.2 に示す．試験では，長さ 400×




を等間隔に 9 枚貼付し，ひずみゲージ貼付面の約 130
























Table 2 の 1-1～4-3 に関しては，無載荷時の一枚
目の画像を初期画像として，無載荷時の残りの画像
49 枚と各荷重段階の画像 50 枚に対して画像解析を
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No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 
相関係数 0.946 0.960 0.954 0.953 0.967 0.957 0.946 0.969 0.923 0.953
標準偏差（μ） 55 48 56 51 44 51 55 45 68 52 
誤差（μ） -55 -3 -112 -153 -22 -144 -151 -122 -8 -86 
最大誤差（μ） 194 124 226 261 126 261 278 231 189 210 
Fig.9 計測結果（基本ケース） 
Fig.7 誤差の推移（No.5）
Fig.6 ひずみ測定結果（No.5） Fig.8 標準偏差・最大誤差（No.5） 
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標準偏差，誤差，最大誤差の平均を Table 4 に示す．
Table 4 より撮影角度 60°～83°の範囲内においては，
計測精度に変化がないことが確認できる． 
 
Table 4 撮影角度 
ケース 1-1 1-2（基本） 1-3 
角度（°） 60° 75° 83° 
相関係数 0.945 0.953 0.943 
標準偏差（μ） 58 52 61 
誤差（μ） 14 -86 -15 









Table 5 シャッター速度 
ケース 2-1 2-2（基本） 2-3 
速度（ms） 50 25 5 
相関係数 0.961 0.953 0.925 
標準偏差（μ） 48 52 67 
誤差（μ） -6 -86 10 
最大誤差（μ） 139 210 202 
 
撮影距離毎のゲージ番号 No.1～No.9 の相関係数，
標準偏差，誤差，最大誤差の平均を Table 6 に示す．
Table 6 より撮影距離 316mm～883mmn の範囲内に
おいては，計測精度に変化がないことが確認できた． 
 
Table 6 撮影距離 
ケース 3-1（基本） 3-2 
撮影距離（mm） 316 883 
レンズの焦点距離 17mm 55mm 
相関係数 0.953 0.947 
標準偏差（μ） 52 55 
誤差（μ） -86 22 










Table 7 サブセット 
ケース 4-1(基本) 4-2 4-3 
サブセット（pixel） 30 50 100 
相関係数 0.953 0.980 0.991 
標準偏差（μ） 52 34 23 
誤差（μ） -86 -62 -86 










Table 8 加算平均枚数  
ケース 5-1 5-2 5-3 5-4 
加算枚数（枚） 1 3 10 50 
相関係数 0.969 0.990 0.993 0.996
標準偏差（μ） 51 30 22 16 






と 2-3 のサブセット 100，加算平均枚数 50 で解析し
た場合の結果一覧を Table 9，ゲージ番号 No.1～Ｎo.9
のひずみ計測結果を Fig.10 に示す．Table 9 より相
関係数がほぼ 1 になり，標準偏差・最大誤差は, 10μ
以下になった.また，Fig.10 より近似曲線の傾きが
ほぼ 1 になった. 
 
Table 9 最適条件  
ケース 2-3 最適 
相関係数 0.961 0.999 
標準偏差（μ） 48 7 
50
長崎大学工学部研究報告の完全版下投稿用原稿例（ワード 2000 版） 
 




































































































































































5)3D profile measurement and buckling simulation on 
thin-walled cylindrical shells under compression by 
utilizing 3D-digital Image Correlation Method     
C.Morita, C.Zhao, A.Demizu, K.Makino, H.Matsuda, 






8) Correlated Solutions：Vic-3D 2009 Reference Manual. 
9) 株式会社レーザー計測：レーザー計測技術報「画像
相関法によるひずみ測定の精度について」，Vol.1，
2010.2 
 
(i)No.9 
Fig.10 ひずみ測定結果 
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